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 戦 後 に 設 置 さ れ た 家庭 科 は 、 高度 経済 成 長の 時期 から ４ ０

年間 、高 等 学校 で 女 子の み 必修 であ った 。 その 後 生 活者 育 成

とし て 始 ま った 男女 共修 の 高校 家庭 科は 社 会の 一員 の自 覚 を

持ち 始め る 高校 生の 発達 段 階に は不 十分 で あり 、 単 位数 の 減

少と 共に 内 容が 浅く なり 学 びの 質量 とも に 低下 した 。そ の 間

消費 経済 や 少子 高齢 化が 進 み、 生活 にお い て安 全性 ・持 続 可

能性 の問 題 や社 会的 孤立 な どの 不安 が生 じ てき た 。 幸福 な 生

活の ため の 家庭 科 の 本来 の 学び の提 供が 困 難と なっ てい る 。  

 こ の 問 題 を 解 決す るた め に 福 祉を 主軸 と した 課題 解決 型 の

発展 学習 を 構想 した 。 各 単 元を つな ぐ 総 合 的で 、主 体的 に 学

べる 教材 と して 「公 園の デ ザイ ン」 を開 発 し 実 践 し た。 限 ら

れた 時間 数 の 中 でも レポ ー トや 振り 返り 記 述か ら福 祉・ 社 会

の一 員と し ての 認識 の形 成 と総 合的 ・ 主 体 的学 びが 確認 で き

た。 家庭 科 の 本 質的 学び を 進め る た めに こ の方 向性 を持 ち つ

つ、 応用 ・ 発展 ・充 実が 有 効と 考え られ る 。  


